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2010年 9月から 2016 年 3 月までに当院で迷走神
経刺激装置設置術（VNS 手術）を行った症例は 8
例で、男性 6名、女性 2名であった。手術施行時
の年齢は 29歳から 59歳で、平均年齢は 39歳であ
った。また発症から VNS 手術までの罹病期間は 16

















歳と標準治療群が 38.5 歳、後者平均罹病期間で 28
年と 33年となり、統計学的有意差は両群間で認め
られなかった。また、てんかん手術の既往について









対して標準治療群は、ADL では 4例中 3 例で点数
が付き、点数の高い症例から 5、2、1点で、残り
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